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【公表番号】特表2014-523172(P2014-523172A)
【公表日】平成26年9月8日(2014.9.8)
【年通号数】公開・登録公報2014-048
【出願番号】特願2014-517583(P2014-517583)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｓ   5/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｓ    5/02     　　　Ｐ
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【手続補正書】
【提出日】平成27年6月12日(2015.6.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オーディオシーンの２次元または３次元の高次ＡｍｂｉｓｏｎｉｃｓＨＯＡ表現内に含
まれる複数のサウンドオブジェクトの相対的位置を変更する方法であって、
　次元Ｏｉｎを有する入力ベクトルＡｉｎが入力信号のフーリエ級数の係数を決定し、次
元Ｏｏｕｔを有する出力ベクトルＡｏｕｔが、対応する変更後の出力信号のフーリエ級数
の係数を決定し、前記方法は、
　モード行列Ψ１の逆行列Ψ１

－１を用いて、ｓｉｎ＝Ψ１
－１Ａｉｎを計算することに

より、入力ＨＯＡ係数の前記入力ベクトルＡｉｎを、規則的に配置されたラウドスピーカ
の位置に対して、空間領域の入力信号ｓｉｎにデコードするステップと、
　Ａｏｕｔ＝Ψ２ｓｉｎを計算することにより、前記入力信号ｓｉｎを、適合させた出力
ＨＯＡ係数を有する前記出力ベクトルＡｏｕｔに、空間領域でワープ及びエンコードする
ステップであって、規則的に配置されたラウドスピーカの位置の角度（φｉｎ，θｉｎ）
が、前記出力ベクトルＡｏｕｔ中のターゲットラウドスピーカ位置のターゲット角度（φ

ｏｕｔ，θｉｎ）に、１対１マッピングされるワーピング関数ｆ（φ）により、前記モー
ド行列Ψ２のモードベクトルがモード行列Ψ１のモードベクトルに対して修正される、ス
テップとを有する方法。
【請求項２】
　前記空間領域の入力信号ｓｉｎは、前記ワープ及びエンコードするステップの前に、ゲ
イン関数ｇ（φ）またはｇ（θ，φ）により重み付けされる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　２次元Ａｍｂｉｓｏｎｉｃｓの場合、前記ゲイン関数は
＜外１＞

　３次元Ａｍｂｉｓｏｎｉｃｓの場合、前記ゲイン関数は、φ方向とθ方向において、
＜外２＞
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　φは方位角であり、θは傾斜角であり、φεは小さい方位角である、
請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　仮想的ラウドスピーカの数または次元ＯｗａｒｐがＨＯＡ係数の数または次元Ｏｉｎ以
上である場合、前記デコードするステップの前に、より高次のゼロ係数を追加することに
より、前記入力ベクトルＡｉｎの次数または次元を拡張する、請求項１または２に記載の
方法。
【請求項５】
　ＨＯＡ係数の次数または次元が前記モード行列Ψ２の次数または次元より低い場合、前
記出力ベクトルＡｏｕｔを提供するため、前記ワープされた係数の一部を取り除くために
、前記ワープされエンコードされ場合によっては重み付けされた信号Ψ２ｓｉｎを、より
高次にゼロ係数を有するウィンドウベクトルｗを用いて、さらに重み付けする、請求項１
または２に記載の方法。
【請求項６】
　前記デコード、重み付け、及びワープ／デコードするステップは、共にサイズＯｗａｒ

ｐ×Ｏｗａｒｐの変換行列
＜外３＞

を用いることにより実行され、ｄｉａｇ（ｗ）は前記ウィンドウベクトルｗの値を主対角
線の成分として有する対角行列を示し、ｄｉａｇ（ｇ）は前記ゲイン関数ｇを主対角線の
成分として有する対角行列を示す、請求項２に従属した請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記変換行列ＴをサイズＯｏｕｔ×Ｏｉｎとなるような形状にするため、前記変換行列
Ｔの対応する列及び／またはラインをスペースワーピング演算Ａｏｕｔ＝ＴＡｉｎを実行
するように除去する、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　オーディオシーンの２次元または３次元の高次ＡｍｂｉｓｏｎｉｃｓＨＯＡ表現内に含
まれる複数のサウンドオブジェクトの相対的位置を変更する装置であって、
　次元Ｏｉｎを有する入力ベクトルＡｉｎが入力信号のフーリエ級数の係数を決定し、次
元Ｏｏｕｔを有する出力ベクトルＡｏｕｔが、対応する変更後の出力信号のフーリエ級数
の係数を決定し、前記装置は、
　モード行列Ψ１の逆行列Ψ１

－１を用いて、ｓｉｎ＝Ψ１
－１Ａｉｎを計算することに

より、入力ＨＯＡ係数の前記入力ベクトルＡｉｎを、規則的に配置されたラウドスピーカ
の位置に対して、空間領域の入力信号ｓｉｎにデコードするように構成された手段と、
　Ａｏｕｔ＝Ψ２ｓｉｎを計算することにより、前記入力信号ｓｉｎを、適合させた出力
ＨＯＡ係数を有する前記出力ベクトルＡｏｕｔに、空間領域でワープ及びエンコードする
ように構成された手段であって、規則的に配置されたラウドスピーカの位置の角度（φｉ

ｎ，θｉｎ）が、前記出力ベクトルＡｏｕｔ中のターゲットラウドスピーカ位置のターゲ
ット角度（φｏｕｔ，θｉｎ）に、１対１マッピングされるワーピング関数ｆ（φ）によ
り、前記モード行列Ψ２のモードベクトルがモード行列Ψ１のモードベクトルに対して修
正される、手段とを有する装置。
【請求項９】
　前記ワープ及びエンコードする前に、ゲイン関数ｇ（φ）またはｇ（θ，φ）により前
記空間領域の入力信号ｓｉｎを重み付けするように構成された手段を含む、請求項８に記
載の装置。
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【請求項１０】
　２次元Ａｍｂｉｓｏｎｉｃｓの場合、前記ゲイン関数は
＜外４＞

であり、
　３次元Ａｍｂｉｓｏｎｉｃｓの場合、前記ゲイン関数は、φ方向とθ方向において、
＜外５＞

であり、
　φは方位角であり、θは傾斜角であり、φεは小さい方位角である、
請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記デコードをする前に、仮想ラウドスピーカの数または次元がＨＯＡ係数の数または
次元Ｏｉｎ以上である場合に、より高い次数のゼロ係数を加えることにより、前記入力ベ
クトルＡｉｎの次数または次元を拡張するように構成された手段を含む、請求項８または
９に記載の装置。
【請求項１２】
　最高時にゼロ係数を有するウィンドウベクトルｗを用いて、前記ワープされ、エンコー
ドされ、場合によっては重み付けされた信号Ψ２ｓｉｎをさらに重み付けし、前記出力ベ
クトルＡｏｕｔを提供するために、前記ワープされた係数の一部を除去するように構成さ
れた手段を含む、請求項８または９に記載の装置。
【請求項１３】
　サイズＯｗａｒｐ×Ｏｗａｒｐの変換行列
＜外６＞

を用いることにより、共に前記デコード、重み付け、及びワープ／デコードを実行するよ
うに構成された手段を含み、ｄｉａｇ（ｗ）は前記ウィンドウベクトルｗの値を主対角線
の成分として有する対角行列を示し、ｄｉａｇ（ｇ）は前記ゲイン関数ｇを主対角線の成
分として有する対角行列を示す、請求項９に従属した請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記変換行列ＴをサイズＯｏｕｔ×Ｏｉｎとなるような形状にするため、共に前記デコ
ード、重み付け、及びワープ／デコードを実行するように構成された手段において、前記
変換行列Ｔの対応する列及び／またはラインをスペースワーピング演算Ａｏｕｔ＝ＴＡｉ

ｎを実行するように除去する、請求項１３に記載の装置。
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